
広報ひらつか

マ
ガ
イ
草
」
で
し
た
。

.

純
白
で
下
向
き
に
可
慨
に
咲

“

く
花
は
、
正
に
清
純
な
少
女
を

“

思
わ
せ
る
も
の
で
し
た
。
そ
こ

c
・.... 

(6) 平成ア年4月 15日

ポカポ力陽気対発
春休みの一目。お父さん、お母さんと一

緒にお弁当を持って河原に遊びに来た子供

たちは、暖かさに晋われて水遊び。のんび

り楽しく過ごした一日でした。

。
•••••. “

今
か
ら
二
十
数
年
前
、
奥
多

“
摩
の
山
深
い
寒
村
を
訪
れ
た
と

.
き
、
ふ
と
立
ち
寄
っ
た
小
さ
な

野
草
園
で
自
に
し
た
の
が

「ク

で
、
ご
主
人
に
無
理
に
お
願
い

し
て
三
十
株
ほ
ど
分
目
て
も
ら

い
庭
の
片
隅
に
植
え
ま
し
た
。

-
け
ん
玉
教
室
に

始
め
る
と
奥
が
深
い
け
ん
玉

を
、
ご

一
緒
に
ど
う
ぞ
。

マ
日
時
毎
月
第
2
・
第
4
土

脇
田
、
午
後
2
時

5
4時

マ
場
所
背
少
年
会
館

マ
入
会
金
五
百
円
(
小
学
4

年
生
以
上
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
落
合
和
彦

(
電
話
幻
|
四
七
二
四
)

-
ハ
ン
ド
ベ
ル
会
員
に

さ
く
ら
ん
ぽ
ジ
ュ
ニ
ア
で

は
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
を
通

し
て
老
人
ホ
I
ム
慰
問
な
ど
を

す
る
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

対
象
は
、
小
学
校
三
年
生
以

上
の
女
子
。
練
習
は
月
二
因。

詳
し
い
こ
と
は
、
閉
会
の
鮒

布
喜
義

(屯
話
お
|
七
六
二

六
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

-
ほ
の
ぼ
の
健
康
講
座

マ
日
時
4
月
目
臼
(
金
)
午

後
1
時
却
分

5
3時
初
分

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ
第
2
会
議
室
(
M
N
ピ
ル
)

マ
内
容
民
間
療
法
の
紹
介

マ
問
い
合
わ
せ
先
湘
南
自
然

王
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
楠
き
ょ

子

(屯
話

M
1九
三
二

二

-
吹
奏
楽
を
楽
し
も
う

平
塚
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
で
は
、
団
員
を
募
集
し
て
い

る
。
転
勤
や
進
学
で
新
市
民
に

な
ら
れ
た
方
も
ど
う
ぞ
。

マ
練
習
日
毎
週
日
曜
日

マ
時
間
午
後
1
時
1
5時

マ
場
所
神
田
公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
団
長
の
立

松
英
征
(
電
話
回
|
四
六
五
五
)

・
手
話
通
訳
の
講
座
に

平
塚
市
聴
覚
障
害
者
協
会
で

は
、
初
級

・
中
級
の
手
話
駒
座

を
聞
く
。
手
話
を
学
び
社
会
活

動
に
生
か
し
て
み
て
は
。

マ
日
程

5
月
日
日

1
8月
初

日
の
毎
週
水
曜
日

ル
、
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
洋
服
だ
ん

す
、
和
だ
ん
す
、

二
段
ベ
ッ
ド
、

白
田
町
テ
レ
ビ
、
ガ
ス
ふ
ろ
が
ま
、

H
H
HU
N
-
-
-
-
-
.
0
 

最
近
は
、
山
草
ブ
1
ム
で
栽
山
野
か
ら
の
採
取
を
禁
止
し
た

“

培
を
望
む
人
も
見
受
け
ら
れ
ま
の
で
、
入
手
が
困
難
に
な
っ
て

"

す
。
し
か
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
条
し
ま
い
ま
し
た
。

しド

間
も
な
く
花
が
咲
き
始
め
ま

す
が
、
昨
年
の
互
の
暑
さ
が
異

常
的
だ
っ
た
の
で
心
配
し
て
い

ま
す
。
花
の
見
ご
ろ
は
、
こ
の

広
報
紙
が
発
行
さ
れ
る
四
月
十

五
日
ご
ろ
か
ら
月
末
に
か
甘
て

で
す
。

•••
••••
•••••••
• 

川
草

附

れ

イ

明

ガ
肌

マ
山川

府

ク

第 549号

マ
時
間

時
却
分

マ
会
場
福
祉
会
館

マ
定
員
初
級
・
中
級
各
叩
人

マ
申
し
込
み
先

〒
加
平
塚
市

高
村
m
l
u
l
m
掛
照
栄
也

(
F
A
X
お
l
三
六
ニ
九
)

-
マ
マ
さ
ん
パ
ス
ケ
に

平
塚
ク
イ
ー
ン
ズ
で
は
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
経
験
の
あ
る
方
を
部

員
に
募
集
し
て
い
る
。

対
象
は

二
十
代
か
ら
三
十
代
の
お
母
さ

ん
。
月
会
費
は
一
千
円
。

練
習
は
、
毎
週
土
曜
日
、
午

後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
旭
南
公

民
館
な
ど
で
行
な
う
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
閉
会
の
露

木
い
と
子
(
電
話
泊
l
五
九
八

八
)

-
日
本
舞
踊
の
会
員
に

英
容
と
健
康
に
も
よ
い
日
本

舞
踊
を
ご

一
緒
に
い
か
が
。

練
習
は
、
い
ず
れ
も
午
後
三

午
後
6
時
却
分

5
8

時
E
3
四
時
三
十
分

.
賓
の
会

マ
練
習
日
毎
週
水
昭
日

(月

三
回
)

マ
場
所
旭
南
公
民
館

・
五
月
会

マ
練
習
日
毎
月
第
二
木
曜
日

マ
場
所
な
で
し
こ
公
民
館

※
問
い
合
わ
せ
先
大
和
孝
子

(
電
話
出
l
九
八

O
四
)

-
速
記
を
学
ぼ
う

サ
ー
ク
ル
は
ま
ゅ
う
で
は
、

初
心
者
の
た
め
の
速
記
講
座
を

開
講
ず
る
。
楽
し
く
速
記
を
学

び
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
の
で
、

是
非
ご
参
加
を
。

マ
日
程

5
月
9
日
5
7月
日

日
の
毎
週
火
暇
日
(
全
日
目
)

マ
時
間
午
後
7
時
3
9時

マ
場
所
背
少
年
会
館

マ
受
儲
料
四
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
杉

山
真
由
里
(
電
話

M
l
O九
五

六
)
午
後
7
時
以
降
に

.
合
唱
団
に
入
ろ
う

平
塚
少
年
少
女
合
唱
団
で
は

団
員
を
募
集
し
て
い
る
。

マ
対
象
小
学
生
か
ら
高
校
生

ま
で
の
お
子
さ
ん

マ
練
習
日
時
毎
週
土
昭
目
、

午
後
2
時
1
5時
。
た
だ
し
、

第
2
土
曜
日
は
休
み

マ
場
所
横
浜
ゴ
ム
迎
賓
館

マ
会
費
月
三
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
岡
田
の
小

泉
佐
代
子
(
電
話
出
l
O
Oニ

八
)

-
吹
奏
楽
の
団
員
募
集

湘
南
シ
1
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
で
は
、
吹
奏
楽
経
験
者

・の
団
員
を
募
集
し
て
い
る
。

特
に
木
管
パ
l
ト
大
歓
迎
。

マ
練
習
日
時

・
毎
週
火
昭
日

3
9時

・
隔
週
日
曜
日

3
5時

マ
場
所

公
民
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
束

ま
り

(電
話
制
l
五
一
九
六
)

・
琴
コ
ン
サ
ー
ト
に

琴
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ア

・
コ

ー
ド
で
は
、
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
す
る
。
ぜ
ひ
お

出
掛
け
を
。
入
場
は
無
料

マ
日
時

4
月
日
日
(
日
)
午

後
2
時
間
演

マ
会
場
平
塚
プ
レ
ジ
1
ル

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
上

野
寿
恵
子

(電
話
n
lニ
ニ
ニ

八
)

。
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

と
の
ぺ

1
ジ
は
、
サ
ー
ク
ル

や
団
体
の
募
集
、
イ
ベ
ン
ト
案

内
な
ど
に
ご
利
用
を
。

・
送
り
先

〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

理
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

青
少
年
会
館
、
中
央

午
後

6
時

午
後

1
時

百
科
事
典
、
美
術
図
銭
、
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
、
バ
イ
オ
リ
ン
、

イ
コ

ラ
イ
ず
1
、
自
転
車
、
ワ
ー
プ
ロ

用

机

②
無
料

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン

グ
チ
ェ
ア
、
リ
ビ
ン
グ
三
点
セ
ッ

ト
、
句
動
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
、
エ
レ

ク
ト
l
ン
、
柔
道
治
、
ス
キ
1
板、

鳥
か
ご
、
ひ
な
飾
り
、
ミ
シ
ン

O
醸
っ
て
く
だ
さ
い
お
ぶ
い
ひ

も、

A
型
・
B
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
、

ペ
ピ
l
ラ
ッ
ク
、
男
子
子
供
服
、

ベ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル
、
子
供
用
ス
キ

ー
ウ
ェ
ア
、
=
一輪
車
、
園
児
服
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ラ
ッ
ク
、
監
理
だ

ん
す
、
学
習
机
、
食
卓
テ
ー
ブ
ル
、

食
器
棚
、
げ
た
箱
、
冷
蔵
庫
、
洗

溜
機
、
ワ
ー
プ
ロ
、
ミ
シ
ン
、
ク

ー
ラ
ー
、
ト
ー
ス
タ
ー
、
ビ
デ
オ

デ
ッ
キ
、
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
、
別

∞
バ
イ
ク
、
泌
沸
か
し
器
、
エ
レ

キ
ギ
タ
1
、
振
り
袖
、
布
団
干
し

@
不
用
品
登
録
情
報
は
、
地
域
づ

く
り
鶴
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六

=一
)
ヘ
。

友

達

づ

く

「友
達
と
は
仲
良
く
し
な
さ
い
」
と
い
う

言
葉
は
、
だ
れ
で
も
小
さ
い
時
か
ら
よ
く
聞

か
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
子
供
た
ち
の

中
に
も
人
と
う
ま
く
付
き
合
え
な
か
っ
た

り
、
友
達
関
係
で
悩
ん
で
い
る
子
が
多
い
よ

う
で
す
。

仲
良
く
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
う
し
た
ら
い

い
か
分
か
ら
な
い
。
他
人
か
ら
好
か
れ
た
い

と
患
っ
て
い
る
の
に
、
行
動
は
嫌
わ
れ
る
よ

う
な
こ
と
を
し
て
し
ま
う
。
好
き
嫌
い
の
気

持
ち
が
激
し
く
て
、
み
ん
な
と
う
ま
く
や
っ

て
い
貯
な
い
。

そ
う
い
っ
た
悩
み
を
も
っ
子
供
た
ち
に
は

「無
理
を
し
な
い
で
、
ま
ず
は
付
き
合
い
た

い
人
と
、
付
き
合
い
た
い
時
に
、
付
き
合
っ

て
み
た
ら
」
と
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

相
性
の
悪
い
人
と
無
理
に
付
き
合
う
こ
と

で
生
じ
る
心
の
負
担
は
、
決
し
て
小
さ
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
子
供
た
ち
の
自
信
を
失

わ
せ
、
ス
ト
レ
ス
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

子
供
が

一
対
一
の
場
合
に
は
、
お
互
い
に

五
分
と
五
分
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
付
き
合
い
を

し
て
い
る
時
に
、
友
達
の
関
係
が
で
き
る
の

で
す
。「だ

れ
と
で
も
う
ま
く
や
ろ
う
」
な
ど
と

考
え
ず
に
、
素
直
な
自
分
の
感
情
に
沿
っ
て

無
理
な
く
付
き
合
え
る
相
手
を
探
す
の
が
、

友
達
作
り
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
友
達
作
り
の
中
で
、
相
性
の
悪
い
人
と

の
接
し
方
や
距
離
の
と
り
方
を
考
え
、
学
ん

で
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

自
分
に
合
う
、
合
わ
な
い
に
こ
だ
わ
る
こ

と
は
、
本
当
の
自
分
自
身
を
見
い
出
し
て
い

く
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

A
H

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山
崩
普
小
学
校
北
側

・
電
話
お

l
六
O
一
二

湖南ひらつかミスセタコンテストJリーク‘観戦は電車とパスで

。

み
な
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い

る
品
物
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ

ー
。
紹
介
文
を
二
百
字
程
度
に

ま
と
め
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

年
月
の
流
れ
と
と
も
に
株
数
約
で
輸
出
入
が
禁
止
さ
れ
、
ま

マ
送
り
先
一

Tm平
塚
市
浅
間

ゆ

も
増
え
、
昨
年
は
約

一
万
株
の
た
多
く
の
県
や
市
町
が
条
例
で
町
9
1
1

平
壕
市
広
報
広
聴

“

開
花
を
見
ま
し
た
。
天
然
記
念
植
物
の
指
定
を
し
て
課
「
私
の
た
か
ら
も
の
」
係

“

-----
Q
 

6月4日(日)
午後 1時開始

市民センターホール

商業観光線観光係(内線549)

コンテストミス七夕 3人を募集

-資格 ①県内に在住、在勤、老E学の来
婚 女 性 ② 6月 4日現在18歳 以 上 の 方
(高校生および元ミス七夕は除く) ③ 

他の市町村のミスに選出されていない方
④ 1年間本市の観光行事に参加できる方
(年間約40回)

・申し込み 5月 1日までに写真(最近
搬影した全身のカラーサービスサイズ、
裏面に氏名を記入する)と応募の動機
(200字以内)、住所、氏名(ふりがな)、

生年月日、職業(勤務先、または学校名、

所在地)、包括番号、身長、体重を明記し
て、「干254 平塚市浅間町 9ー 1 湘南
ひらつか七夕まつりミス七夕コンテス ト

係」へ ・問い合わせ

会場
平嫁競授揚で行われるJリーグの観

戦は、パスや徒歩、自転車等でお願い

します。開催当日は、 JR平塚駅・小

田急本厚木駅・伊艶原駅から臨時直行

パスガ運行されるのでご利用ください。

お帰りも総合公園南側の臨時パス乗

り窃から、同じ 3駅までの臨時直行パ

スガ運行されます。

なお、平嫁競技窃周辺道路には一切

駐車はできません。

スポーツ振興財団

電話35-0102
-問 い合わせ



生
後
一
か
月
こ
ろ

の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
母

体
外
の
生
活
に
よ
う

や
く
慣
れ
て
き
た
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
の
時

期
は
、
授
乳
や
お
む

つ
交
換
な
ど
を
通
し

た
母
子
関
係
が
ス
タ

ー
ト
す
る
大
事
な
意

味
を
持
っ
て
い
る
。

赤
ち
ゃ
ん
が
健
康
で
乳
を
十
分
に
飲
ん
で

い
れ
ば
、

一
日
に
二
十
五
か
ら
三
十
す
の
体
重

増
が
あ
る
の
も
乙
の
時
期
の
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
、
手
足
を
元
気
よ
く
動
か
し
、
よ
く
飲

み
機
嫌
が
よ
け
れ
ば
、
ま
ず
は
丈
夫
な
子
と

考
え
て
よ
い
。

こ
の
と
ろ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
授
乳
直
後
に

乳
を
吐
い
た
り
、
く
し
ゃ
み
、
い
き
み
、
の

第549~広報ひらつか
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護@保慨鍵セUン夕ト一 平刊塚市中塁; お産の進み方と産後の過ご:.日時時 5月 悶 午前珊; 協土沢支所 : ----一一¥ 塁
雲@ ゐ平迄以=蒜二み以鍵」z話2山=蒜2品みい原刷町 2却J6
お 6ト一2幻1 電 話3詑2一→0130却o : 赤ちやんのおふろ : ; 館 :げ/A .1 且A、~ ¥霧
お ~ .会場保健センタ一 -J; 4φドg見a建マ?包g色=ヲタ : 16日※金回公民館、※岡崎公 :ヅ( ，可¥、)1辺ラん一 ¥i; 
護側~邸敏S JTZ幻想号、lrj.対 象 3か月以上 7歳 6かい7日 22神田公民館 f :Jゴー )塁
3.ょ32ZMまでの方):ZL23(市 22A;2222山手以上;-z一一¥ライフ/雲
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アコースティックコンサー ト国勢調査員の募集・・・調査員1700人 まウしミFTミ
6月1日(木)
開演 午後 6時30分

場所市民センター
。入場料全席指定 6000円
。 前売所市民センター、チケ ットぴあ(長

崎届 4階)、チケットセゾン{神奈中プレイガ

イド)、ヤンレイレコード(ラスカ 5階)、稲

元凶楽器底、サクラ自庖コミック館、花水~r

l苫、出口ffil苫

・問い合わせおよび包括予約 市民センター

電話32-2235

日時

国勢調査は10月 1日を基準日として、 5年

に一度災施している。大正 9年から始めて16
@1 問。

'r!:iでは、国勢調査を円滑に進めるため、調
宝隻ぬを;基;:;;1;終している。ぜひ、ご応募を./

・調査員の主な仕事
-地問別に行う調査員事務説明会に出'，"i'i
・受け持ち翻資i去の巡回、地図と名御の作成
.調査民内の全性格に調:I'f取を配布する

・各世俗から調査笠撲を回収し、検査と艶理を
する

4砂間釜期間 9 月上旬~10月中旬
4・鯛蓋E地18: 市で指定した地区 (40~70世帯)
・報酬 おおむね50世帯で40.000円程度
・応募 方法 4月初日(金)までに総務課統計

調査笠担当(内線348)へ、旬結かお越しを。
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5
2時

マ
会
場
福
祉
会
館

問
い
合
わ
せ
は
、
障
害
福
祉
鯨

(
内
線
二
ニ
ニ
)
へ
。

av計
量
器
の
定
期
検
査

使
用
す
る
計
盈
器
の
平
成
七
年
度

の
定
期
検
査
を
行
』つ
。
前
回
検
笠

を
受
け
た
方
は
通
知
す
る
が
、
今

回
は
じ
め
て
受
け
る
方
は
直
後
会

場
に
ご
持
参
を
。

マ
日
程

5
月
9
日

(
火
)
S
M

日
(
水
)
(
土
・
日
曜
日
を
除
く
)

・
時
間
午
前
日
時
3
午
後
3
時

マ
対
象
①
商
品
売
ロ
用

②
薬

剤

用

③

詫

検

査
用

守

護

な
ど
の
出
荷
、

売
買
用

⑤
辿
貨

算
出
用

検
査
会
場
は
各
地
域
ご
と
に
設

げ
ら
れ
て
い
る
の
で
詳
し
い
問
い

合
わ
せ
は
、
商
業
観
光
課
商
業
係

(
内
線
五
六
二
)

へ。

av身
障
者
の
卓
球
大
会

問
い
合
わ
せ
は
、
障
笹
福
祉
課

(
内
線
一一一一一一)
へ
。

A
V
花
の
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト

マ
前
師

子
氏問

い
合
わ
せ
は
、
栢
祉
政
策
限

(内
線
五

O
五
)
へ
。

社
会
活
動
家

池
田
栄

平
塚
ば
ら
の
丘
ハ
イ
テ
ク
パ
ー

ク
・
湘
南
ゆ
る
ぎ
台
地
区
で
は
、

ハ
イ
キ
ン
グ
に
訪
れ
た
方
な
ど
に

花
の
首
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
。

マ
日
程

4
月

m日
(祝
)、
初
口

(
臼
)

・
時
間

午
前
刊
時
5
午
後
3
時

マ
場
所
湘
南
ゆ
る
ぎ
台
事
務
所

(松
岩
寺
パ
ス
停
隣
)

マ
内
容
花
の
苗
の
無
料
配
布

(
毎
日
先
着
四
百
人
)、地
元
生
産

者
に
よ
る
野
菜
の
即
売
会
ほ
か

問
い
合
わ
せ
は
、
ゆ
る
ぎ
地
区

艶
備
推
進
委
員
会
事
務
局

(屯
括

日
l
O六
六
七
)
へ。

-
園
芸
教
室
を
開
く

県
湘
南
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
園
芸
教
室
を
聞
く
。

マ
日
時

5
月
日
日

(木
)
午
前

9
時
却
分
3
日
時
初
分

マ
会
場
m
mm
同業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
制

師

闘
芸
研
究
家
浅
間
巳

代
治
氏

マ
内
容
花
木
・
庭
木
の
手
入
れ

問
い
合
わ
せ
は
、
湘
南
闘
芸
相

談
コ
ー
ナ
ー
(電
話
幻
1
0五
九

=一)

へ。

A
V
城
山
ダ
ム
管
理
演
習

-
人
権
講
演
会
を
開
く

問
い
合
わ
せ
は
、
城
山
ダ
ム
管

理
事
務
所
(
泣
話
O
四
二
七
l
m

l
二
八
三
二

へ
。

A-ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
共
済

神
奈
川
塁
官
少
年
協
会
で
は
、

圏
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に

け
が
な
ど
を
し
た
場
合
に
、
給
付

金
を
支
給
す
る
神
奈
川
県
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
故
共
済
へ
の
加
入
を
受

け
付
け
て
い
る
。

マ
共
済
期
間
加
入
日
1
平
成
8

年
3
月
白
日

マ
掛
金
五
百
円

マ
加
入
で
き
る
方
①
旧良
か
県

民
ま
た
は
県
内
の
施
設
な
ど
を
対

象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る

方
②
写
生
以
下
は
加
入
で
き

な
b詳

し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
神
奈

川
県
背
少
年
協
会
(
電
話
附
l
m

l
九
七
O
ご
へ
。

-
写
真
と
手
記
の
募
集

て
い
た
方
の
手
記
を
募
集
す
る
。

手
記
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

に
、
制
限
は
な
い
。
ご
応
募
を
。

マ
応
算
期
限

5
月
出
回

(水
)

提
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は、

一T
m
l
u
山
口
県
長
門
市
東

深
川

二
ニ
三
九

|
二

長
門
市
役

所
商
工
観
光
課
(
電
話
O
八
三
七

i
n
--
一
三
七
)
へ
。

A
V
大
学
で
公
開
講
座

{
東
海
大
学
}

東
海
大
学
湘
南
公
開
セ
ミ
ナ
ー

委
員
会
で
は
、

無
料
の
公
開
講
座

を
聞
く
。
ご
参
加
を。

マ
日
時
4
月
幻
自
(
金
)
午
後

5
時
1
6時
持
分

マ
会
場
東
海
大
学
湘
南
校
舎
内

松
前
記
念
館

マ
講

師

数

学

者

ピ
l
タ
1
・

フ
ラ
ン
ク
ル
氏

マ
内
容

人
生
を
楽
し
く
過
ご
す

方
程
式

マ
受
講
方
法

開
制
自
に
直
接
会

場
へ問

い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ミ
ナ
ー

委
員
会
(
包
括
日
|

一
一一一一

内

線
五
五

O
九
)
へ
。

【
産
能
大
学
}

産
能
大
学
で
は
、
二
年
次
の

一

般
教
育
科
目
「
現
代
社
会
と
マ
ネ

山
口
県
長
門
市
で
は
、
岡
市
の

仙
崎
港
が
戦
後
引
き
掛
げ
泌
に
指

定
さ
れ
て
か
ら
五
十
周
年
を
迎

え
、
記
念
展
を
計
画
し
て
い
る
。

記
念
展
と
し
て
、当
時
の
写
真
、

資
料
と
引
き
揚
げ
体
験
を
し
た
方

ま
た
は
引
き
揚
げ
援
投
局
で
働
い

や

γ
・
γ
・
γ
・γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
?や

…
悶
問
問
同
同
同
一
…

村

社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
芸
ク
ラ
ブ
五
千
円

八
警
官

川

+
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
な
ど
五
千
円
、
八
幡
地
区
社
会
福
祉

+

J

「
に
使
わ
れ
て
い
る

。

協

議

会

一
万
円
、
四
富
勝

や

村

問
い
合
わ
せ
は
、

社
会
福
祉
五
万
円
南
部
長
寿
会

一
万

ベ

+
協

警

包

括
幻

|
ニ
=
一
芸
一
一
)

七
千
五
百
十
六
円
阿
弥
陀
寺

村

吋

へ。

(敬
称
略
)

=一
万
二
千
四
百
七
十
一
円
、
鷲
L
P

M
マ
社
会
福
祉
基
金
へ

・
十
二

の
会
三
千
円
、
匿
名

二
万

+
• 

ムヤ

人
会

一
千
円
~
沼
田
光
憲

・

九
百
八
円

川

吋
慾
次

三
千
円
、
古
河
電
気
エ

マ
児
書
福
祉
へ
・

監
名

一
恥

付
業
労
働
組
合
平
塚
支
部
八
万
千
円

+

+
五
千
百
五
十
二
円
、
宮
史
郎

マ
社
会
福
祉
へ

・
磯
崎
輝
夫

吋

や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
実
行

二
千
円

川

村
零
封
会

二
十
万
円
頼
朝
随

マ
交
通
遺
児
へ
・

泉
栄

一
+

+
五
千
円
、
金
目
長
好
会
婦
人
部

一
千
円
、
交
通
安
全
協
会
勝
原

ベ

ム
プ
一
万
円

神
奈
川
生
協
八
幡
ブ
支
部
・
山
下
支
部

二
万
二
千

M

M
ロ
ッ
ク
五
千
円

港

地
区
公
四
百
十
三
円

交

通
安
全
母
の

+

+

民
館
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
一
万
会
勝
原

・
山
下
地
区

二
万
円

吋

や

八
千
七
百
九
十
二
円
、
吉
沢
手

同

4
4・
'γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ

・
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